
【関西広域連合（和歌山県）】

○ 平成 23 年（2011 年）東日本大震災に対する支援状況等について（第 25 報）

和歌山県の支援状況

【新着情報】

○ 被災地支援（市町村の支援状況）

美浜町 ３月２８日支援本部等設置

給水活動 大船渡市 人員２名 帰還

那智勝浦町 ４月１日 救援対策連絡室の設置

気仙沼市での炊き出し支援（４／１５～４／１８予定）

大船渡市での給水支援 ２名（日本水道協会からの要請）

岩手県への保健師の派遣４月２６日～４月３０日（厚生労働省から

の要請）

岩手県への職員派遣（県、町村会からの要請）

○ その他支援

・和歌山県医師等災害ボランティア受付窓口

登録１２件（医師２名、看護師８名、薬剤師１名、鍼灸師１名）

・災害義援金 ４月７日現在 213,767,110 円

【現在の状況】

１ 被災地支援（人的支援）

２ 被災地支援（物的支援）

３ 被災地支援（住宅の提供）

４ 被災地支援（放射能の影響に関する健康相談窓口等）

５ 被災地支援（市町村の支援状況）

６ 被災地支援（その他の支援）
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現在の派遣人
員

派遣期間 派遣先 支援内容
備考・問い合
わせ先

関西広域連合岩手県現地事
務所（大阪府・和歌山県現地
支援本部）

2人 3月14日～ 岩手県 現地情報の収集

県危機管理
局
073-441-
2262

岩手県支援物資集積場要員 4人 3月27日～
岩手県産業文
化センター「ア
ピオ」

物資の受入・出荷・車
両誘導等

保健師等派遣 4人

3月16日～3月21日 4人
3月19日～3月25日 4人
（和歌山市職員）
3月24日～3月29日 4人
3月28日～4月2日 4人
（和歌山市職員）
4月1日～4月6日 3人
4月5日～4月9日 4人
（和歌山市職員）

岩手県立山田
高等学校

健康相談、健康チェッ
ク、避難所の衛生対策

こころのケアチーム派遣 4人
3月28日～４月16日
６チームによる交代制

岩手県釜石保
健所

被災者への心のケア

公衆衛生医師等の派遣 5人 4月6日～4月末（予定） 5人 福島県三春町
被災者の健康チェッ
ク、健康相談・公衆衛
生対策等

救助活動
和歌山県防災ヘリコプター派
遣

－ 3月12日～18日 １機 被災地全域 人命救助・医師等搬送

災害調査 下水道災害復旧支援
4人

和歌山県2人
和歌山市2人

4月1日～4月8日
宮城県多賀城
市

下水道管路被害調査
県下水道課
073-441-
3200

現在の派遣人
員

派遣期間 派遣先 支援内容
備考・問い合
わせ先

救助活動 緊急消防援助隊 0人
3月13日～3月20日
第１次106人
第2次101人

宮城県女川町
岩手県石巻市
他

人命救助

医療援助 DMAT（災害派遣医療チーム） 0人 3月12日～15日 計3隊
岩手県花巻市
内

医師、看護師等による
病院支援

県健康福祉
部医務課
073-441-
2604

日赤和歌山支部医療救護班
派遣

10人

3月11日～3月15日 10人
3月15日～3月19日 13人
3月19日～3月23日 11人
3月23日～3月27日 11人
3月27日～3月31日 11人
3月31日～4月 5日 12人
4月4日～4月9日 10人

岩手県山田町
大沢小学校

医療支援

南和歌山医療センター医療救
護班派遣

0人 3月16日～3月20日 6人 宮城県仙台市 医療支援

医療救護班（県立医大他） 9人

3月19日～3月23日 7人
（県立医科大学）
3月22日～3月26日 7人
（県立医科大学）
3月25日～3月29日 7人
（社会保険紀南病院）
3月28日～4月1日 4人
（県立医科大学）
3月31日～4月4日 4人
（県立医科大学）
4月3日～4月7日 4人
（県立医科大学）
4月6日～4月10日 5人
（橋本市民病院）

岩手県山田町
豊間根中学校

医療支援

和歌山県立医科大学医師派
遣

1人
3月20日～3月26日 1人
3月25日～3月30日 1人
4月1日～4月7日 1名

福島県立医科
大学

医療活動

１ 和歌山県の被災地支援（人的支援：県職員）

和歌山県の被災地支援（人的支援・関係機関職員）

支援項目

健康医療
関係

支援項目

総合

健康医療
関係
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２ 和歌山県の被災地支援(物的支援)

搬送日 品目 搬出先 備考

毛布 1,500 枚 福島県いわき市

毛布 5,000 枚 福島県田村市

米類 30,000 食 ･県備蓄物資 27,000食 ・市町村備蓄物資 3,000食

水 10,000 本 ・市町村備蓄物資(500ml)

毛布 1,500 枚

防災マット 300 枚

防災クッション 100 枚

ボックスティッシュ 3,180 箱 ・県保管物資

乳児用おむつ 4,000 枚

マスク 20,000 枚

ブルーシート 500 枚 ･県備蓄物資 300枚 ・市町村備蓄物資 200枚

飲料水 5,800 本

カップ麺 3,500 個

ウェットティッシュ 2,300 個

使い捨てカイロ 25,000 個

飲料水 116,194 本 宮城県石巻市

カップ麺 35,075 個

ウェットティッシュ 25,787 個

使い捨てカイロ 238,465 個

米類 21,480 食

乾パン 14,280 食

飲料水 5,272 本

調味梅干 5,000 ﾊﾟｯｸ

線香 39 箱

木炭 100 箱

靴下 1,000 足

肌着(大人用) 200 着

男性用下着 8,100 枚

子供服（女児用） 8,800 着

ヤッケ 5,500 着

洗濯ばさみ 960 ｾｯﾄ

線香 2,700 束

生理用品 8 箱 ・県民からの提供

醤油 1,200 本 ・町からの提供

靴下 1,000 足

歯ブラシ 63,000 本

ご遺体用除菌消臭剤(パウダー) 800 個

ご遺体用除菌消臭剤(ゲル) 240 個

ご遺体用除菌消臭剤(スプレー) 8 本

紙コップ 1,825 個

靴 367 足

子ども用靴 354 足

子ども用長靴 52 足

トイレットペーパー 640 ロール

除菌スプレー(本体) 20 個

除菌スプレー(詰め替え用) 10 袋

大人用おむつ 650 枚

子ども用おむつ 2,400 枚

ベビーフード 64 食

ベビーフード(飲料) 33 本

岩手県滝沢村

・県民からの提供

・民間企業からの提供

H23.3.31

・消防庁の要請
・県備蓄物資

数量

H23.3.14

H23.3.16

・民間企業からの提供

岩手県滝沢村

･市町村備蓄物資

・県民、民間企業からの提供H23.3.18

・県民、民間企業からの提供

・市町村備蓄物資

岩手県滝沢村

・民間企業からの提供

H23.3.21

岩手県滝沢村

岩手県滝沢村

宮城県石巻市

岩手県滝沢村

H23.3.25
・民間企業からの提供

問い合わせ先

福祉保健総務
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３ 和歌山県の被災地支援(住宅の提供について）

県営住宅、市営住宅等を提供（家賃、敷金、礼金は無償、共益費は有償）

提供戸数 入居戸数 受け入れ人数
入居戸数
（延べ入居戸数）

受け入れ人数
（延べ受け入れ人数）

県営住宅の提供 102
2

(2)
10
(10)

和歌山市 50
3

(3)
12
(12)

海南市 1

橋本市 3

御坊市 1

田辺市 12
1

(2)
3
(6)

新宮市 15

紀美野町 2
1

(1)
3
(3)

かつらぎ町 9

九度山町 5

高野町 4

湯浅町 2

日高川町 2

白浜町 2

上富田町 1

すさみ町 5

那智勝浦町 1

串本町 2

219 0 0
7

(8)
28
(31)

※ 申し込み、問い合わせ先

県土整備部都市住宅局建築住宅課 ０７３－４４１－３２１０

平成２３年４月末までは、土曜日・日曜日・祝日も受付対応

（午前９時～ 午後５時４５分）

現在の状況

市営住宅等の
提供

支援内容

合計

前日からの変動
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４ 被災地支援（放射能の影響に関する健康相談窓口等）

放射線の影響に関する健康相談窓口等について

健康福祉部 難病・感染症対策課

●県民の健康への影響について

●放射線の影響に関する健康相談窓口

※ 避難・屋内退避圏外から来られた方は心配ありません。

相談窓口 電話番号 開設日時

和歌山市保健所 ０７３－４３３－２２６１
月～金（祝日を除く）

８：３０～１７：１５

岩出保健所 ０７３６－６１－００２０

橋本保健所 ０７３６－４２－３２１０

海南保健所 ０７３－４８２－０６００

湯浅保健所 ０７３７－６４－１２９１

御坊保健所 ０７３８－２２－３４８１

田辺保健所 ０７３９－２６－７９３１

新宮保健所 ０７３５－２１－９６３０

新宮保健所串本支所 ０７３５－７２－０５２５

県庁難病・感染症対策課
（人の健康に関すること）

０７３－４４１－２６４３

県庁食品・生活衛生課
（食品の安全に関すること）

０７３－４４１－２６２４

月～金（祝日を除く）
９：００～１７：４５

・福島原子力発電所周辺の避難・屋内退避圏内から和歌山県に避難して来られた
方等、原子力発電所事故による健康への影響が心配な場合は下記で電話相談を
受け付けています。

・３月１１日の震災発生以降、上記の測定値は平常値で推移しております。
県民の皆様の健康には影響はありませんので、冷静な対応をお願いします。

和歌山県では県環境衛生研究センター（和歌山市）において、文部科
学省の委託を受けて空気中の放射線量の測定を行っています。
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５ 被災地支援（市町村の支援状況）

※ 下線部が変更事項

市町村名
支援本部等
設置状況

設置日 主な支援状況等

1 和歌山市 ○ H23.3.14

・緊急消防援助隊 ５隊２０名 3/12 (3/20帰還)
・給水支援 ２ｔ車１台 3/14出発
・義援金の受付 3/14開始
・救援物資提供 3/16 岩手県へ（食料、水他）
・保健師等の派遣 3/19岩手県へ
・医師、診療放射線技師等の派遣 3/19福島県へ

2 海南市 ○ H23.3.14

・義援金の受付 3/15開始
・緊急消防援助隊 5名 (3/20帰還)
・給水支援 ３ｔ車 1台
・救援物資提供 3/16岩手県へ（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ、マスク他）

3/18 ｱﾙﾌｧ米1,000食
・看護師派遣 １名（岩手県） ～4月2日
・看護師派遣 １名（宮城県） ～4月7日

3 橋本市 － －

・義援金の受付 3/14開始
・緊急消防援助隊 5名 (3/20帰還)
・給水支援 ４ｔ車 1台(3/24帰還)
・物資提供 3/18 水1.5Ｌ×７２０本
・看護師4名派遣 （4/4～4/8まで2名が宮城県、4/6～
4/10まで2名が岩手県へ）
・自治体としての義援金を、岩手県市長会へ100万円、宮
城県市長会へ50万円、福島県市長会へ50万円、4/4に送
金。

4 有田市 － －
・義援金の受付 3/15開始
・緊急消防援助隊 ５名 (3/20帰還)
・物資提供 3/18 ｱﾙﾌｧ米 1,600食

5 御坊市 － －

・市民からの義援金の受付 3/14開始
・義援金（御坊市）を全国市長会へ送付（4/5）
・緊急消防援助隊 １０名 (3/20帰還)
・物資提供3/18 ｱﾙﾌｧ米 1,000食 ｶﾝﾊﾟﾝ 720缶

6 田辺市 ○ H23.3.18

・義援金の受付 3/15開始
・緊急消防援助隊 ２８名（第１～２陣）(3/20帰還)
・救援物資支援

茨城県笠間市 ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ 3/12
岩手県一関市 毛布、飲料水他 3/13・3/14

県の救援物資集積への協力
クラッカー9,000食 3/18

茨城県笠間市 飲料水約10トン 3/25
茨城県高萩市 飲料水2.5トン、梅干し等 3/30

7 新宮市 － －

・緊急消防援助隊 ５名 (3/20帰還)
・給水支援 ３台 宮城県名取市２台

茨城県高萩市１台
・物資提供 水、非常食、毛布

8 紀の川市 － －

・義援金の受付 3/14開始
・給水支援 ２ｔ車１台他 岩手県盛岡市へ3/18出発
・3/18 救援物資支援 宮城県登米市へ

おむつ、粉ミルク、懐中電灯他
・3/22 福島県相馬市 救援物資（食料）支援

9 岩出市 － －
・義援金の受付 3/15開始
・備蓄品の供出 3/18 ｱﾙﾌｧ米 2,500食、

ｶﾝﾊﾟﾝ 3,000缶、 保存水 1,008本（500ml）

10 紀美野町 ○ H23.3.14

・義援金の受付 3/14開始
・給水支援 ３t車１台 3/15午後出発
・緊急消防援助隊 ４名 3/12 (3/20帰還)
・備蓄品の供出 3/19 ｱﾙﾌｧ米 500食他

11 かつらぎ町 ○ H23.4.4

・義援金の受付 3/14開始
・県の救援物資集積への協力 町役場にて収集

カップ麺60箱、飲料水135箱、カイロ30箱 ウエットティッ
シュ14箱

12 九度山町 ○ H23.3.17

・義援金の受付 3/14開始
・備蓄品の供出 ｱﾙﾌｧ米 800食 保存水 ２Ｌ 60本
・救援物資 3/21発送 飲料水 ２Ｌ 12,480本

13 高野町 － －
・義援金の受付 3/14開始
・緊急消防援助隊 ５名 (3/20帰還)

14 湯浅町 ○ H23.3.14

・義援金の受付 3/14開始
・緊急消防援助隊 ３名 救急車１台 (3/20帰還)
・備蓄品の供出 ｱﾙﾌｧ米600食 救援物資 水２Ｌ 1200本

和歌山県内各市町村の東日本大震災に関する支援状況 平成２３年４月７日 １５時現在 Ｎ0.1

和歌山県東北地方太平洋沖地震被災地支援対策本部 県総務部危機管理局
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市町村名
支援本部等
設置状況

設置日 主な支援状況等

15 広川町 ○ H23.3.14
・義援金の受付 3/15開始
・町民へ救援物資受付の周知（放送）
・3/18 町民からの救援物資受付 カイロ等 約２万個

16 有田川町 ○ H23.3.14

・義援金の受付 3/14開始
・緊急消防援助隊 １０名 (3/20帰還)
・救援物資 ｱﾙﾌｧ米 3,000食 水２Ｌ 1,134本

17 美浜町 ○ H23.3.28
・義援金の受付 3/14開始 継続受付中
・救援物資 3/17～18 第一次受付終了
・3/18 アルファ米 1,000食 備蓄用パン 480食

18 日高町 － －

・義援金の受付 3/15開始
・衛星携帯電話の貸与

(日高広域消防、緊急消防援助隊)
・備蓄品の供出 カンパン 1,000個

19 由良町 検討中 －
・義援金の受付 3/14開始

20 印南町 ○ H23.3.14
・義援金の受付 3/15開始

21 みなべ町 － －

・義援金の受付 12箇所募金箱設置
・救援物資 3/17 茨城県水戸市へ
全国梅サミット 災害応援協定による
（紙おむつ、飲料水、梅干し他）
・3/17義援金の町専用口座開設 チラシ各戸配布(3/18)
・県の救援物資集積への協力 町役場駐車場にて収集

カップ麺、飲料水、カイロ等 約16,000個

22 日高川町 － －
・義援金の受付 3/14開始

23 白浜町 ○ H23.3.18

・義援金の受付 3/14開始
・緊急消防援助隊 ５名 (3/20帰還)
・町から物資支援 ｱﾙﾌｧ米200食、飲料水 720本等
・白浜観光協会等の物資支援 飲料水100ケース

24 上富田町 ○ H23.3.14

・義援金の受付 3/14開始
・救援物資3/18出発 岩手県宮古市へ(役場及び町民協
力)
・救援物資（野菜、調味料等）4/3出発 岩手県宮古市へ
職員2名

25 すさみ町 ○ H23.3.15
・義援金の受付 3/15開始
・緊急消防援助隊 (白浜消防装備拠出)

26 那智勝浦町 ○ H23.4.1

・義援金の受付 3/14開始
・4/1 救援対策連絡室の設置
・気仙沼市での炊き出し支援(4/15～4/18予定）
・大船渡市で給水支援 2名（日本水道協会からの要請）
・岩手県への保健師の派遣 4月26日～4月30日（厚生労
働省からの要請）
・岩手県への職員派遣（県、町村会からの要請）

27 太地町 ○ H23.3.15
・義援金の受付
・備蓄品の供出（3,000食分）

28 古座川町 － －

・義援金の受付 3/15開始
・古座川町からの義援金
・救援物資 白米２．７ｔ 岩手県宮古市
・備蓄品の供出（ｱﾙﾌｧ米 500食）

29 北山村 － －
・義援金の受付 準備中

30 串本町 ○ H23.3.16

・義援金の受付 3/15開始
・緊急消防援助隊 ３名 (3/20帰還)
・救援物資 白米 17.5t (岩手県宮古市)
・備蓄品の供出 （岩手県宮古市）

おむつ、粉ミルク他
・救援物資 3/18 ｱﾙﾌｧ米 500食（岩手県へ）

和歌山県内各市町村の東日本大震災に関する支援状況 Ｎ0.２
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６
和
歌
山
県
の
被
災
地
支
援
(そ
の
他
の
支
援
に
つ
い
て
）

項
目

内
容

現
在
の
状
況

問
い
合
わ
せ
先

災
害
義
援
金
口
座
の
開
設

和
歌
山
県
が
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
義
援

金
」
を
募
集
。

４
月
７
日
現
在

２
１
３
，
７
６
７
，
１
１
０
円

福
祉
保
健
総
務
課

電
話
０
７
３
－
４
４
１
－
２
４
７
２

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
被
災
地
へ
の
災

害
義
援
金
に
つ
い
て

和
歌
山
県
議
会
で
は
、
全
議
員
４
４
名
の
負
担
に
よ
り
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
者
支
援
の
た
め
、
義
援

金
１
０
０
万
円
を
送
る
こ
と
を
決
定
。

和
歌
山
県
か
ら
の
見
舞
金
に
つ
い
て

岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
に
対
し
、
和
歌
山
県
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
万
円
の
見
舞
金
。
３
月
２
９
日
、
和
歌

山
県
東
京
事
務
所
長
が
各
県
東
京
事
務
所
長
に
目
録
を

届
け
る
。

和
歌
山
県
医
師
等
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受

付
窓
口
開
設

３
月
１
８
日
(金
)、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
意
志
の
あ
る
医
師

等
医
療
従
事
者
か
ら
申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
窓
口
等

を
設
置
。

４
月
７
日
現
在

１
２
件
登
録

（
医
師
２
名
、
看
護
師
８
名
、
薬
剤
師
１
名
、
鍼

灸
師
１
名
）

医
務
課

電
話
０
７
３
－
４
４
１
－
２
６
０
３

（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
４
５
分
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
３
－
４
２
４
－
０
４
２
５

（
終
日
）

児
童
生
徒
の
受
け
入
れ

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
被
災
し
、
和
歌
山
県
内
に

転
居
さ
れ
る
方
で
、
公
立
学
校
へ
の
入
学
・
転
入
学
・
編

入
学
を
希
望
さ
れ
る
児
童
生
徒
に
つ
い
て
、
和
歌
山
県
教

育
委
員
会
の
各
担
当
窓
口
を
設
置
。

教
育
委
員
会
学
校
指
導
課

電
話
０
７
３
－
４
４
１
－
３
６
８
６

【
小
・
中
学
校
】

義
務
教
育
班
０
７
３
－
４
４
１
－
３
７
０
５

【
特
別
支
援
学
校
】

特
別
支
援
教
室
０
７
３
－
４
４
１
－
３
６
８
３

【
高
等
学
校
】

高
等
教
育
班
０
７
３
－
４
４
１
－
３
６
６
２

被
災
地
支
援
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の

運
行

和
歌
山
県
・
和
歌
山
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
被
災
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
。

応
募
状
況
８
３
名
（
４
月
５
日
〆
切
）

第
１
回
派
遣
２
０
名
決
定

４
月
８
日
（
金
）
～
１
１
日
(月
）
の
日
程
で
岩
手

県
大
槌
町
内
で
活
動
予
定
。

４
月
８
日
（
金
）
１
５
時
２
０
分
～
和
歌
山
ビ
ッ
グ

愛
で
出
発
式
開
催
予
定
。

県
民
生
活
課
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
県
民
活
動
推
進
室

電
話
０
７
３
－
４
４
１
－
２
０
５
３

※
募
集
は
既
に
終
了
し
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
へ
の
受
入
れ

和
歌
山
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
と
連
携
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、
地
震
な
ど
に
よ
る
被
災
者
の
方
々

が
生
活
す
る
施
設
（
旅
館
・
ホ
テ
ル
）
を
開
始
日
（
４
月
５

日
）
か
ら
平
成
２
３
年
５
月
３
１
日
ま
で
用
意
。

観
光
振
興
課

電
話
０
７
３
－
４
４
１
－
２
７
７
５

食
品
・
生
活
衛
生
課

電
話
０
７
３
－
４
４
１
－
２
６
２
０

和
歌
山
市
給
水
車
（
２
ｔ
）
１
台
＋
支
援
車
１
台
人
員
４
名

人
員
の
み
帰
還
（
派
遣
先
：
大
船
渡
市
）

海
南
市
給
水
車
（
３
ｔ）
１
台
＋
支
援
車
１
台
人
員
４
名

人
員
の
み
帰
還
（
派
遣
先
：
大
船
渡
市
）

新
宮
市
ト
ラ
ッ
ク
＋
２
ｔ
タ
ン
ク
積
載
を
１
台
人
員
２
名

宮
城
県
名
取
市
で
給
水
活
動
中

橋
本
市
給
水
車
（
４
ｔ）
１
台
人
員
２
名

帰
還
（
派
遣
先
：
大
船
渡
市
）

田
辺
市

茨
城
県
高
萩
市
へ
出
発
し
、
１
７
日
に
新
宮
市
と
引
き

継
ぎ
を
予
定
し
て
い
た
が
延
期

新
宮
市
給
水
車
（
４
ｔ）
１
台
＋
支
援
車
１
台
人
員
５
名

茨
城
県
高
萩
市
へ
出
発
し
た
が
、
活
動
を
中
止
し
帰

還

岩
出
市
給
水
車
（
３
ｔ）
１
台
＋
支
援
車
１
台
人
員
４
名

岩
手
県
盛
岡
市
へ
出
発
予
定
で
あ
っ
た
が
、
受
け
入

れ
体
制
が
整
う
ま
で
待
機

紀
の
川
市
ト
ラ
ッ
ク
＋
２
ｔ
タ
ン
ク
積
載
を
１
台
給
水
袋
2
,0
0
0

袋
人
員
４
名

帰
還
（
派
遣
先
：
宮
城
県
登
米
市
）

紀
美
野
町
給
水
車
（
３
ｔ
）
１
台
＋
支
援
車
１
台
人
員
４
名

帰
還
（
派
遣
先
：
大
船
渡
市
）

白
浜
町
人
員
２
名

帰
還
（
派
遣
先
：
大
船
渡
市
）

美
浜
町
人
員
２
名

帰
還
（
派
遣
先
：
大
船
渡
市
）

田
辺
市
人
員
２
名

和
歌
山
市
・
海
南
市
の
給
水
車
を
使
用
し
、
大
船
渡

市
で
給
水
活
動
中

有
田
川
町
人
員
２
名

和
歌
山
市
・
海
南
市
の
給
水
車
を
使
用
し
、
大
船
渡

市
で
給
水
活
動
中

有
田
市
人
員
２
名
（
４
月
８
日
出
発
予
定
）

和
歌
山
市
・
海
南
市
の
給
水
車
を
使
用
。
今
後
、
県

内
市
町
村
で
順
次
交
代
し
な
が
ら
給
水
活
動
し
て
い

く
予
定

給
水
支
援
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【関西広域連合（徳島県）】

○ 原子力発電等に関する緊急申し入れについて

このことについて、次のとおり関西広域連合より、四国電力株式会社に対し申し入れを

行いますので、お知らせします。

１ 日 時

平成２３年４月８日（金） １７：００～

２ 場 所

四国電力本店 （高松市丸の内２番５号）

３ 出席者

調整中

４ 申し入れの趣旨

「災害に強い関西」として、住民が信頼できる原子力災害対策をはじめ、中長期的

な自然エネルギー供給への対応について、取り組みを推進されるよう申し入れを行い

ます。

５ 内容

(1) 緊急申し入れ

(2) 意見交換

※１ 申し入れ及び意見交換終了後の取材は可能ですが、四国電力本店内での取材はご遠

慮ください。

※２ 緊急申し入れ文は、当日申し入れ及び意見交換終了後に配布いたします。

※３ 関西電力及び中国電力に対しては別添のとおり、同日に申し入れを実施します。
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○ 原子力発電等に関する緊急申し入れ
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○ 「被災地支援・チーム連絡会」の開催について

このことについて、次のとおり開催いたしますので、お知らせします。

１ 日 時

平成２３年４月８日（金） 午前１１時００分から

２ 場 所

県庁３階 特別会議室

３ 出席者

・政策監 武市 修一

・政策企画総局長 佐野 正孝

・各チームリーダーほか 計１６名出席予定

４ 議 題

（１）徳島県宮城現地支援本部派遣職員からの報告について

（２）各チームの活動状況と当面の取組みについて

（３）その他

○ 「徳島県災害ボランティア先遣隊」派遣隊員の壮行式について

このことについて、以下のとおり開催しますので、お知らせいたします。

１ 日 時：平成 23 年 4 月 8 日（金）13 時 00 分から

２ 場 所：県庁西側 正面玄関前広場

３ 出席者：副知事、派遣隊員 22 名 ほか

４ 派遣場所：宮城県気仙沼市大島

５ その他：気仙沼市大島は、既に徳島県から派遣された職員が、支援活動を

行っております。
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○ 東日本大震災に係る関西広域連合宮城チーム宮城県北部沿岸市町支援本部 派遣職員

（第４陣）壮行式

このことについて、以下のとおり開催いたしますので、お知らせいたします。

１ 日 時：平成 23 年 4 月 8 日（金）12 時 15 分から

２ 場 所：県庁西側 正面玄関前広場

３ 出席者：副知事、派遣職員 30 名（県 15 名・市町村 15 名） ほか

４ 派遣場所：気仙沼市、南三陸町、石巻市、女川町

※今回から県内市町村からも新たに職員を派遣します。

○ 東日本大震災にかか子どもたちへの歯ブラシの提供について

徳島県養護教諭協会では、避難所での生活が長期化する中で、健康管理の面から口腔

衛生が重要となっていることから、本県養護教諭が現地で支援活動を行ってきた宮城県

女川町の幼児児童生徒に歯ブラシを提供することといたしました。

○支援物資の内容

歯ブラシ ２０００本

○送付方法

県養護教諭協会が４月７日に発送済みであり、４月８日の新学期開始に併せて配

布する予定。
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○ 東日本大震災にかかる学校再開に向けた支援について

徳島県では、全国に先駆けて発災１週間後から、教育分野の被災地支援を、宮城県石

巻市及び女川町を中心に行ってきたところです。

今回、重点的に取り組んできた女川町において、宮城県内の大きな津波被害を受けた

地域としては最初に、「学校再開」が実現することとなりました。

被災地では、「医・職・住・育」が大きな課題とされておりますが、このうち「育」の

柱となる「学校再開」は、子どもたちの「学びの場の確保」はもとより、「被災地に勇気

を与え、復興を大きく後押しするもの」と考えられており、本県では、「学校再開支援チ

ーム」による人的支援を行うとともに、文房具等の物資を届けるなど、「学校再開」を力

強くバックアップしております。

なお、明日（４月８日）に開催される女川第二小学校の始業式には、現地で活動中の

本県教職員も参列いたします。

※ 女川第二小学校の始業式及び入学式の日時

始業式：４月８日 午前９時から

入学式：４月８日 午前１０時半から
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○ 東日本大震災に関する徳島県の被災地支援の状況について

１．本日の主な動き

（１）人的支援

・徳島県歯科医師会 歯科医療チーム

歯科診療による支援活動を行うため，午前９時３０分からの出動式（徳島県歯

科医師会館にて）の後，歯科診療バスが宮城県に向け出発。

・被災地支援（復興）チーム 先遣隊（５名）

気仙沼市他４市町にて，現地調査。

・宮城県北部沿岸市町支援本部派遣職員 第３陣（２１名）

１班（４名） 気仙沼市にて支援活動に従事。

２班（８名） 南三陸町にて支援活動に従事。

３班（３名） 石巻市にて支援活動に従事。

４班（６名） 女川町にて支援活動に従事。

・学校再開支援チーム 第１陣（５名）

女川町にて「学校再開」の支援活動に従事。

・被災地支援（医療・保健）チーム 第８陣

保健師チーム（６名）

仙台市若林区内避難所等（大和小学校，遠見塚小学校，家庭訪問）にて

支援活動に従事。

医療救護チーム（１０名）

石巻市立万石浦中学校にて支援活動に従事。

災害支援ナース（２名）

石巻市遊楽館にて支援活動に従事。

心のケアチーム（４名）

仙台市若林区内避難所等（大和小学校，遠見塚小学校 他４カ所）にて

支援活動に従事。

・被災地支援（介護支援）チーム 第１陣（３名）

南三陸町にて支援活動に従事。
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（２）物的支援

・長期化する避難所生活における児童等の口腔衛生の向上のため，徳島県養護教

諭協会が歯ブラシ２，０００本を女川町に発送。

（３）環境放射能の調査結果

・空気中の放射線量の測定

前日午後５時から本日午後５時までの放射線量の測定値は，０．０３７～

０．０３９μSv/h であり，異常なし。

・定時降下物（ちり，ほこり，雨など）の分析（ヨウ素１３１，セシウム１３７）

前日午前９時から本日午前９時までの降下物 検出されず。

・上水（蛇口水）の分析（ヨウ素１３１，セシウム１３７）

前日採取した上水 検出されず。

■県ホームページ

http://www.pref.tokushima.jp/docs/2011031500153/

２．明日の主な動き

（１）原子力発電等に関する緊急申し入れ

・関西広域連合構成府県により，関係電力各社（四国電力，関西電力，中国電力）

に対し，「災害に強い関西」として，住民が信頼できる原子力災害対策，中長

期的な自然エネルギー供給への対応について申し入れ。

（２）女川第二小学校の始業式及び入学式

学校再開に向け，本県が支援してきた女川第二小学校において，始業式及び入

学式が開催。

※ 始業式：４月８日 午前９時から

入学式：４月８日 午前１０時３０分から

（３）人的支援

・宮城県北部沿岸市町支援本部派遣職員 第４陣（３０名 県・市町村各１５名）

午後０時１５分からの壮行式（副知事出席）の後，宮城県に向け出発。

※ 今回から県内市町村からも新たに職員を派遣します。

・徳島県災害ボランティア先遣隊（２０名）

東日本大震災で大きな被災を受けた地域における，今後のボランティア活動の

リーダー的な役割を担う「徳島県災害ボランティア先遣隊」が，午後１時からの

壮行式（副知事出席）の後，宮城県に向け出発。
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・広域緊急援助隊

警備部隊 第２陣（４４名）

気仙沼市における捜索・救助活動を終え，帰県予定。

（４）会議・説明会等

・被災地支援・チーム連絡会

午前１１時から，徳島県宮城現地支援本部派遣職員からの報告，各チームの活

動状況と当面の取組み等を議題とする連絡会を開催。

３．被災地からの避難者受入状況（平成２３年４月７日現在）

宮城県 ９名

福島県 １４名

茨城県 ３名

神奈川県 ４名

合計 ３０名
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（参考）

１ 広域緊急援助隊の活動状況
派遣内容 派遣先 備 考

警備部隊 ０名 宮城県 第２次派遣

２ 日本赤十字社の医療救護班の派遣
派遣内容 派遣先 備 考

医師 ０名 宮城県 医療救護班（日赤 第６班）
看護師 ０名 宮城県 医療救護班（日赤 第６班）
薬剤師 ０名 宮城県 医療救護班（日赤 第６班）
事務職 ０名 宮城県 医療救護班（日赤 第６班）

３ 支援連絡要員の派遣
派遣内容 派遣先 備 考

支援連絡要員 ４名 宮城県 現地支援本部員
総合土木等技術職 ５名 宮城県 被災地支援復興チーム（先遣隊）

４ 支援人員の派遣
（１）避難所での医療救護，健康対策

派遣内容 派遣先 備 考
保健師 ４名 宮城県 被災地支援チーム（第８班）
事務職 ２名 宮城県 被災地支援チーム（第８班）

（２）心のケア
派遣内容 派遣先 備 考

医師 １名 宮城県 被災地支援チーム（第８班）
看護師 １名 宮城県 被災地支援チーム（第８班）
心理士 ０名 宮城県 被災地支援チーム（第８班）
精神保健福祉士 １名 宮城県 被災地支援チーム（第８班）
事務職 １名 宮城県 被災地支援チーム（第８班）

（３）救護所等の医療支援
派遣内容 派遣先 備 考

医 師（救護所） ３名 宮城県 被災地支援チーム（第８班）
看護師（救護所） ５名 宮城県 被災地支援チーム（第８班）
薬剤師（救護所） ２名 宮城県 被災地支援チーム（第８班）
事務職（救護所） ２名 宮城県 被災地支援チーム（第８班）

（４）介護支援
派遣内容 派遣先 備 考

介護支援専門員 １名 宮城県 介護支援チーム（第１班）
介護福祉士 １名 宮城県 介護支援チーム（第１班）
事務職 １名 宮城県 介護支援チーム（第１班）

（５）宮城県北部沿岸市町支援本部
派遣内容 派遣先 備 考

事務職等 ２１名 宮城県 被災地応援派遣チーム（第３班）
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（６）教育対策
派遣内容 派遣先 備 考

（ ） （ ）養護教諭等 ０名 宮城県 被災地支援 教育 チーム 第７班
教諭等 ５名 宮城県 学校再開支援チーム（第１班）
事務職 ３名 宮城県 教育分野支援物資輸送班

※１～４までについては，前日からの変更箇所に下線を記入しています。

５ 緊急支援物資の送付
送付内容 送付先 備 考

歯ブラシ 2,000本 宮城県 宅配便
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【関西広域連合（鳥取県）】

○ 東日本大震災にかかる県・市町村連絡会議の開催

東日本大震災に係る対応等について協議するため、下記のとおり会議を開催します。

記

１ 日 時 4月 8日（金）午前 10 時から

２ 出席予定者 【県】副知事、統轄監、関係部局（総務部、企画部、文化観光局、福

祉保健部、生活環境部、商工労働部、農林水産部、教育委員会）の次・

課長等、各総合事務所県民局長

【市町村】副首長等

３ 開 催 場 所 県災害対策本部室（県庁第二庁舎 3階）

各総合事務所（テレビ会議）

［東部総合事務所］所長室

［八頭総合事務所］災害対策室（別館２階）

［中部総合事務所］２０３会議室

［西部総合事務所］災害対策室（新館２階）

［日野総合事務所］大会議室（会議棟２階）

４ 議 題

（１）被災地・避難者への支援状況等

（２）東日本大震災による県内経済等への影響について

（３）原子力発電所に係る状況

（４）その他
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○ 福島県への環境モニタリング技術職員の派遣（第２次）

東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故に対応するため、文部科学

大臣の要請を受け、放射線モニタリング業務に従事する技術職員の第２次の派遣を行い

ます。

１ 派遣人員 ２名

衛生環境研究所リサイクルチーム

研究員 増川 正敏（ますかわ まさとし）

西部総合事務所生活環境局環境・循環推進課環境衛生担当

衛生技師 西田 英生（にしだ ひでお）

２ 派遣先

福島県庁

３ 派遣期間

平成 23 年４月８日（金）～４月 16 日（土）

今後も約１週間交代で２班派遣する予定。

４ 活動内容

放射線量の測定、分析

５ 現地に提供している機材

モニタリング車１台

防災局が中部総合事務所に配備している車両で、第１次派遣時より継続提供。

空間γ線量測定器、中性子線量測定器、気象観測機、ダストサンプラー等を搭載。

【参考】県防災局は日本原子力研究開発機構人形峠環境技術センターの原子力事故に備

えサーベイ車２台、モニタリング車２台を中部総合事務所に配備している。
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○ 東日本大震災に係る保健師の派遣（第７班）

このたびの東日本大震災について、宮城県に保健師を交代で派遣しているところです

が、協力の申出があった岩美町の職員と合同で第７班を派遣します。

１ 出発

（１）日時 平成２３年４月８日（金）午前１０時

（２）場所 鳥取県庁第２庁舎玄関前（鳥取市東町）

２ 派遣人員

（１）保健師２名

鳥取県中部総合事務所福祉保健局 障がい者支援課 室長 米原祐子（よねはら

ゆうこ）

岩美町 住民生活課 保健師 山﨑千恵（やまさき ちえ）

（２）運転士２名

鳥取県東部総合事務所県土整備局 現業職長 上田英樹（うえた ひでき）

現業技術員 尾崎利彦（おさき としひこ）

３ 第７班の派遣期間

平成２３年４月８日（金）～平成２３年４月１４日（木）

３月１５日から派遣を開始しており、当面４月末まで交替で派遣する予定。

４ 保健師の活動内容

宮城県石巻市内の被災者の健康相談、健康チェック、避難所の衛生対策
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○ 原子力発電等に関する緊急申し入れ

この度の東日本大震災による東京電力福島第一原子力発電所事故により、住民生活や

周辺環境に重大な被害が発生しており、原子力発電所の一層の安全確保や自然エネルギ

ー導入への積極的な取組等について、関西広域連合が構成府県に関係する電力会社に対

し「原子力発電等に関する緊急申し入れ」を行うこととなりました。

中国電力株式会社については、関西広域連合の構成員として鳥取県が申し入れを行いま

すのでお知らせします。

１ 日 時
４月８日（金） 午後４時３０分から５時まで

２ 場 所

中国電力株式会社 本社 （広島県広島市中区小町４－３３）

３ 申し入れ者（鳥取県）

城平守朗（じょうひら もりあき）防災監

髙橋謙司（たかはし けんじ）企画部長

４ 相手側（中国電力株式会社）

白髭修一（しらひげ しゅういち）常務取締役

古林行雄（ふるばやし ゆきお）部長

岩室良（いわむろ まこと）鳥取支社長

５ 内容

（１）申し入れ

東京電力福島第一原子力発電所で発生した原子力災害を踏まえ、住民が信頼できる

原子力災害対策をはじめ、中長期的な自然エネルギー供給への対応について、取り組

みを推進されるよう申し入れを行います。

（２）意見交換

鳥取県としては、特にＥＰＺ（防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲）の拡

大、関係隣接県の広範囲化など、原子力災害対策に係る法律の改正等所用の措置を

講ずるよう国に強く働きかけていただくことについて意見交換することとしていま

す。

６ その他

１） 取材希望の方は，中国電力広報・環境部門報道担当 ℡ 082-544-2846へ事前にご連

絡ください。

２） 当日の取材に当たっては、中国電力本社１階の受付に関西広域連合の緊急申し入れ

に対する取材であることをお伝えください。

３） 取材にあたっては、御社腕章の着用など、プレス関係者であることを明示してくだ

さい。

４） 緊急申し入れ文は、当日の配布とさせていただきます。
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